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産科婦人科学
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ーカーとしての可能性－．日本婦人科腫瘍学会雑誌24（2）: 130-136, 2006.

B-b

 1. 増崎英明：超音波による出生前診断-Nuchal translucencyに関する考察．産科と婦人科 73 （7）: 881-888, 2006
 2. 増崎英明：妊娠初期のスクリーニング 2）子宮外妊娠．産婦人科の実際55（11）: 1617-1622, 2006
 3. 増崎英明：形態評価【特集：一般小児科医にも必要な周産期の知識】．47 （11）: 1637-1642, 2006
 4. 中山大介，増崎英明，三浦清徳，平木宏一，吉村秀一郎，石丸忠之：前置胎盤の中期中絶．産婦人科の実際 55 （6）: 

1019-1022, 2006
 5. 三浦清徳：【特集／生殖医学のニューアスペクト】ARTに伴う妊娠の臨床的問題．産婦人科の実際 55（2）: 237-243, 

2006
 6. 三浦清徳，石丸忠之：【特集／絨毛性疾患－最前線－】絨毛性疾患のフォローアップにおける血漿中hCG-β mRNA

の定量 . 産婦人科の実際 55 （4）: 671-678, 2006
 7. 森山伸吾，石丸忠之：【婦人科がんを見逃さない診療】 1．問診，外科，内診，直腸診の基本．臨床婦人科産科 60 （8）

: 1046-1049, 2006
 8. 平木宏一，三浦成陽，カレク・ネワズ・カーン，北島道夫，増崎英明，藤下　晃，石丸忠之：第63回日本産科婦人
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東京，pp. 199-201 所収），2006
 4. 三浦清徳：二卵性一絨毛膜性双胎とキメラ症－双胎形成における異常 -図説ARTマニュアル，永井書店 pp. 291-295, 

2006
 5. 大石　瞳，増崎英明：早産の骨盤位．産科臨床ベストプラクティス〈上級編〉医学書院，東京，pp. 196-198 所収），

2006

B-d

 1. 三浦清徳，増崎英明：胎盤の後生的遺伝子修飾機序に関する研究（母体血漿中胎児DNA及びRNAを用いて）平成
16-17年度 科学研究費補助金 基盤研究（C）（2）研究成果報告書，2006
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原著論文数一覧

A–a A–b A–c A–d 合計 SCI B–a B–b B–c B–d 合計 総計
2006 8 0 9 0 17 8 2 11 5 3 21 38

学会発表数一覧

A–a
A–b

合計 B–a
B–b

合計 総計
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

2006 0 1 9 10 16 3 53 72 82

原著論文総数に係る教員生産係数一覧

欧文論文総数
論文総数

教員生産係数
（欧文論文）

SCI掲載論文数
欧文論文総数 

教員生産係数
（SCI掲載論文）

2006 0.447 1.545 0.471 0.727

Impact factor値一覧

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2006 21.622 1.966 2.703


